
量子誤り訂正の基本的な原理実証を超えて、誤りを訂正しながら実
際に量子計算を実行する「誤り耐性量子計算」の実現に向けた研究
が本格化している。一方で、大規模な量子計算を実現するには、膨
大な数の物理量子ビットや計算資源が必要となることが課題であり、
これらのオーバーヘッドをいかに削減するかが重要となっている。
本講演では、誤り耐性量子コンピュータの基本的な考え方と最近の
研究動向を概観する。特に、量子計算に必要な演算を効率的に実現
するためのSTARアーキテクチャや魔法状態蒸留などの新しいアプ

ローチを紹介するとともに、実際の量子デバイスを用いた最新の実
験的進展を取り上げる。これらを通じて、実用的な誤り耐性量子コ
ンピュータの実現に向けた課題と今後の展望について議論する。 

2026年11月9日(月)

15:00-16:00

桂キャンパスA1棟大会議室 / Zoom

https://forms.gle/FF8PBvxm7nZnyT5u9

Date

Time       

主催：   工学研究科電気電子デジタル理工学専攻、工学研究科附属光量子センシング教育研究センター
共催： ERATO 竹内超量子もつれプロジェクト、文部科学省Q-LEAPプロジェクト「量子もつれ

光子対を利用した量子計測デバイス の研究」、卓越大学院プログラム「先端光･電子デバイス
創成学」、機構SPRINGプログラム（量子分野）

主催者：竹内 繁樹（京都大学大学院工学研究科）
連絡先：pqs@qip.kuee.kyoto-u.ac.jp

誤り耐性量子コンピュータの実現
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